
38,500台全車種
40,700台

37,700台 39,800台 40,500台

9,800台9,500台10,100台

うち大型車
11,700台 9,900台

1,300台700台
3,100台

うちコンテナ車等
3,900台 500台

4/26
調査

5/12
調査

7/7
調査

1/26
調査

4/19
調査

横浜ベイブリッジ一般部（国道３５７号）の供用
＜整備効果事例＞

概要
●横浜ベイブリッジは、東京湾岸道路の一部として横浜港港口部に位置し、　上層部に自動車専用道路

として首都高速湾岸線（平成元年９月供用）、　下層部に一般道路として国道３５７号を配した上下二層構

造の道路橋であり、一般部は平成１６年４月２４日に暫定供用した。

資料－５

N

横浜ベイブリッジ一般部（国道357号）４月２４日【平成１６年４月２４日供用】

横浜ベイブリッジ一般部の供用効果
○○横浜市内の交通の流れが大きく変化（市街地から湾岸部へ）横浜市内の交通の流れが大きく変化（市街地から湾岸部へ）

開通前の状況開通前の状況 開通直後の状況開通直後の状況

30%

45%
16%

0%

9%

24%

58%

78%

76%

42%

22%

左折交通左折交通

至

横
浜
市
街

至 大黒ふ頭

開
通
前

開
通
後
３
ヶ
月

開
通
後
１
年

開
通
前

開
通
後

１
年

開
通
後３

ヶ
月

至

東
京

左折左折

直進直進

直進交通直進交通

至大黒ふ頭

開通後は
大黒ふ頭へ

開通前は
市街地へ

コンテナ車等の流れが臨海部へ定着

76%

42%

22%

78%

58%

24%

○○大黒町入口交差点の交通変化大黒町入口交差点の交通変化

○利用交通は１６８００台○利用交通は１６８００台//日　ベイ一般部交通量は日　ベイ一般部交通量は着々と増加着々と増加

16/4/22

開通前

17/4/19 

開通1年後

16/5/12

開通直後

16/7/7

３ヶ月後
17/1/26

９ヶ月後

コンテナ車等コンテナ車等

はは８７％減少８７％減少

15％減少

5％減少

39,500台37,100台34,600台

うちコンテナ車等
3,500台

37,800台

6,600台6,400台6,400台
うち大型車
7,300台 5,800台

1,000台

全車種
35,700台

2,000台 1,200台 1,300台

4/26
調査

5/12
調査

7/7
調査

1/26
調査

4/19
調査

16/4/22  
開通前

17/4/19
開通1年後

16/5/12 
開通直後

16/7/7
３ヶ月後

17/1/26
９ヶ月後

35，700台 37，800台

７１％減少７１％減少

21％減少

6％増加

20,000

40,000

60,000

開通前 開通後

47,80050,400

※大型車（セミトレーラを含む）の「長さ×台数」を

乗用車の「長さ×台数」に換算

（参考）（参考）

大型車等を乗用車の長さに換算すると約５％減少大型車等を乗用車の長さに換算すると約５％減少

約５％減少約５％減少

○○コンテナ街道（国道１３３号：本町５丁目）ではコンテナ車等が約７割減少コンテナ街道（国道１３３号：本町５丁目）ではコンテナ車等が約７割減少

大黒町入口

普通車は

0

5,000

10,000

15,000

20,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

コンテナ車等 大型車 その他

4/26
調査

5/12
調査

7/7
調査

1/26
調査

4/19
調査

単位

台／日

4/２４
開通

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

2,000

4,200

6,400

4,700

6,600

4,500

7,900

5,400

8,300

4,800

13,00013,000 13,30013,300

16,60016,600 16,80016,800

500

1,900 2,200 3,300
3,700

6,7006,700

平成16年 平成17年

普通車は普通車は
4.24.2倍倍

コンテナ車を
含む大型車は

1.8倍

全車は
2.5倍

ベイブリッジ一般部の交通量の変化

23%

46%

31%

0%

感じる

なんとなく感じる

感じない

増えたと思う

２３％

４６％

０％

旅行速度調査旅行速度調査

開通前：平成16年4月20日(火)～22日（木）

開通後：平成16年7月6日(火)～8日（木）

横浜国道調査結果

○○横浜市内の旅行速度と景観の改善横浜市内の旅行速度と景観の改善

旅行速度調査旅行速度調査

○○国道１５号大黒町入口交差点ではコンテナ車等が約９割減少国道１５号大黒町入口交差点ではコンテナ車等が約９割減少

本町５丁目交差点

３１％

みなとみらい２１

市街地からコンテナ車が減って改善された

改善傾向にあると思う

良くなった気がする

何も変化しない

悪くなった



国道１号

国道１号

国道１号

国道１号

至　田谷

至　長後

至
　
藤
沢

至
　
川
崎

国道１号

国道１号

国道１号

国道１号

至　田谷

至　長後

至　

藤
沢

至　

川
崎

国道１号原宿交差点の立体化＜整備効果事例＞

位置図

交差点の現状
●原宿交差点部の交通は、国道１号で約６３千台/日。交差する環状４号線で
約２２千台/日。合計で約８５千台/日の交通が交差点に集中することにより原
宿交差点を先頭とした交通渋滞が発生。

※通過時間は渋滞最後尾の車両が交差点を通過するまでに要する時間

対策

●原宿交差点立体化事業は、国道1号を地下化することにより交差点に集中する通過交通
を分離し、慢性的な交通渋滞の解消並びに交通安全の確保、沿道の環境改善を図る。

立体交差延長L=約420m

至
　
藤
沢

至
　
川
崎

現況横断図

国道1号の両側を拡幅し、
交差点を通過する交通を立
体化により分離する

計画横断図

期待される対策効果

●国道１号の直進交通が約２０～３０分程度の時間短縮が図られる等、交通の円滑化
が期待できる。

原宿交差点

渋滞状況

渋滞長 4890m

通過時間 37分

渋滞長 5240m

通過時間 28分
渋滞長 1140m

通過時間 24分

渋滞長 270m

通過時間 6分

環
状
4
号
線

資料－５

529百台

1
1
3
百
台

50百台49百台

54百台 56百台

交通流動(日当り交通量)

環
状
4
号
線

至　川崎
至　藤沢

至　田谷

至　長後

原宿交差点原宿交差点

１分
５分短縮 ２０分短縮

９分

２分

８分

２８分短縮 ２２分短縮

２４分

国道１号下り
２８分

環
状
４
号

N ：改良前（渋滞長調査H13.11.8より）

：改良後（国土交通省試算）

国道１号上り
３７分

６分

（調査H13.11.8）



小田原箱根道路整備と現国道１号再整備（まちづくり）＜整備効果事例＞

概要
 

●小田原箱根道路は、小田原箱根地区の交通混雑の緩和と現国道機能の回復を目的とした
　 バイパス道路であり、平成１７年３月２８日に暫定２／４車線で一部供用。（山崎立体部を除く）

断面図断面図

小田原箱根道路の供用効果

資料－５

● 小田原箱根道路の供用により、西湘バイパス・小田原厚木道路と箱根新道が直接接続した
　　ため、 箱根口ＩＣ（風祭交差点）に集中していた交通が分散し、混雑が緩和。

位置図位置図

至小田原

至箱根

至小田原

至箱根

小田原箱根道路

　　　　　　国道１号を利用

　　　　　　西湘バイパス・
　　　　　　小田原厚木道路を利用

至厚木

至横浜

至静岡

国道
１号

西湘バイパス

小田原厚木道路

箱根口ＩＣ
（風祭交差点）

山崎ＩＣ交差点

国道１号

箱根新道

箱根口ＩＣ（風祭
交差点）で交通が
集中し混雑

至厚木

至横浜

小田原厚木道路

小田
原箱
根道
路

箱根口ＩＣ
（風祭交差点）

国道
１号

西湘バイパス

山崎ＩＣ交差点

国道１号

箱根新道

至静岡

小田原箱根道路と
国道１号に交通が
分散し混雑が緩和

供用前 供用後

現国道１号再整備（まちづくり）

■西湘バイパス、小田原厚木道路の
　 箱根口ＩＣ(風祭交差点)における休日
　の渋滞発生頻度が減少し渋滞が緩和。

　※休日の渋滞発生頻度は、
　　 休日の渋滞発生日数／月当たり休日数

■国道１号下りの渋滞が緩和（小田原駅から宮下交差点までの走行速度比較）

供用前
（休日）

供用後
（休日）

小田原駅

箱根口IC
（風祭）

山崎IC

宮ノ下7時台

12時台

18時台

走行速度
（km/h）

10
20

40
30

0

時間帯

交差点名 国
道
１号
下
り　
進
行
方
向

混雑（赤色部）が
３時間帯に減少。

小田原駅

箱根口IC
（風祭）
山崎IC

宮ノ下7時台

12時台

18時台

走行速度
（km/h）

10
20
30
40

交差点名

時間帯

国
道
１号
下
り　
進
行
方
向

0

混雑（赤色部）が
１４時間帯発生

各区間及び各時間帯毎に
走行速度をグラフ化。

走行速度 10km/h～20km/h未満

走行速度 0km/h～10km/h未満

走行速度 20km/h以上

●特に、休日の国道１号及び自動車専用道路の渋滞が緩和。

●国道１号の交通が小田原箱根道路に転換。

渋滞発生頻度が
約３割改善

開通前

　６３日７９％
総日数：80日

平成１６年４月～１１月

開通後 ３６日

４５％

平成１７年４月～１１月

総日数：80日

国道１号と小田原箱根道路の交通量の変化（休日）

国道１号 小田原箱根道路
0

10,000

20,000

30,000

台/日
40,000

供用前 供用後供用H17.3.28
H15.11.16（日）

35,90033,000

26,300約２０％
減少

H17.11.13（日）

9,600 国道１号の交通減少　33,000→26,300台/日　約２割減少
　　　　
走行速度の向上　　　　１５．７→２９．０km/h　約８割向上

観光交通の増加  
33,000→35,900台/日　約１割増加

約９％増加

現国道１号再整備内容：国道１号の車線を減少（３→２車線）させ、歩道及び、まちなみ景観を整備

現国道１号再整備イメージ国道１号現況（上り歩道未整備）

歩道

立体部一般部

車　道 歩道 車道（立体部）

車道
(ﾗﾝﾌﾞ部)

車道
(ﾗﾝﾌﾞ部)

約４割減少

＜自動車専用道路の効果＞＜国道１号の効果＞

交通量(平日)
３，８００台/日

交通量(平日)
６，３００台/日

約７割向上
走行速度(平日)
　　　１９km/h

走行速度(平日)
　　　３３km/h

休日の観光交通への効果も絶大

小田原箱根道路　Ｌ＝２．２ｋｍ

至　横浜
至　静岡

早川→

箱根登山鉄道

箱根口ＩＣ
(風祭交差点)

山崎ＩＣ

小田
原厚
木道
路

西
湘
バ
イパス

箱根
新道

入生田駅
風祭駅

小田原市箱根町

至　宮ノ下

至　小田原駅

●国道１号の交通が小田原箱根道路に転換することにより、国道１号の再整備が可能となるため、
　 現国道１号再整備（まちづくり）を実施。

未供用

未供用

平面図平面図



江田駅東～鷺沼２丁目（横浜・川崎市境）間の所要時間が１／３以下（14分→4分）

開通前後の状況

東名高速道路

至 厚木方面

至 東京方面

国道246号

日吉元石川線

新石川交差点

開通前14分かかっていた所要時間が・・・

開通後1/3以下の４分に短縮！

 

至 すみれが丘入り口方面 

至 
  
厚 
木 
方 
面 

至 
  
東 
京 
方 
面 

鷺沼 2

渋滞損失時間 858 千人時間/年・km 

新石川交差点 

関根橋前交差点 
荏田交差点 

上り

 

至 すみれが丘入り口方面 

至 
  
厚 
木 
方 
面 

至 
  
東 
京 
方 
面 

鷺沼 2 

渋滞損失時間 17 千人時間/年・km 

新石川交差点 

関根橋前交差点

荏田交差点

上り 

 

至 すみれが丘入り口方面 

至 
  
厚 
木 
方 
面 

至 
  
東 
京 
方 
面 

鷺沼 2

渋滞損失時間 301 千人時間/年・km 

新石川交差点 

関根橋前交差点 
荏田交差点 下り 

 

至 すみれが丘入り口方面 

至 
  
厚 
木 
方 
面 

至 
  
東 
京 
方 
面 

鷺沼 2

渋滞損失時間 162 千人時間/年・km 

新石川交差点 

関根橋前交差点 
荏田交差点 下り 

開通前（H18.2） 開通後（直後）

上り線

下り線

時間帯別所要時間
　江田駅東→鷺沼２丁目間

朝のピーク時
８分短縮

最大10分
の短縮

神奈川県

相模湾

東名高速

該当箇所（横浜市青葉区）

　　　　　開通前　　　　　　開通後

開通後（東京方面を望む）H18.3

新石川立体開通前に見られた

慢性的な渋滞が

国道246号
、日吉元石川線ともに

解消されました

開通前（東京方面を望む）H17.2

さらに港北ニュータウン方面への
　　右折が可能となりました！

新石川立体開通＜整備効果事例＞
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